
（公財）仙台ひと・まち交流財団 令和3年３月１日号 №200 

木町通市民センターだより ３月号  

〒980-0801 仙台市青葉区木町通１-7-36（木町通小学校ビル５階） 

電話 711-2561・FAX 212-4330 

開館時間：9:00～21:00 休館日：月曜日・祝日の翌日・年末年始 

ホームページ http://www.sendai-shimincenter.jp/aoba/kimachi/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

回覧 
             

※ 伺った個人情報は講座の運営以外には使用しません。このチラシはリサイクルできます。 

 

令和 3年度 木町通老壮大学 受講生募集 
 

 開 講 日：2021年5月～2022年2月まで（8月は除く）各コース全9回 

【は ぎコース】 第2水曜日 10:00～11:30 

【けやきコース】 第3水曜日 10:00～11:30 

❖ 2つのコースを同時に申し込むことはできません。 

❖ 申込受付終了後は受講コースを変えることはできません。 

 学習内容：文学・歴史・健康・環境等、様々なテーマについて学習します。 

（＊2コースとも内容は同じです＊） 

 対象・定員：仙台市内にお住いのおおむね60歳以上の方・各コース50名 

 費 用：無料（＊講座の内容によって、実費材料費や入館料がかかる場合があります＊） 

 申込方法：はぎコース・けやきコースのどちらかひとつを選び、「往復はがき 記入例」のとおり

に記入し、往復はがきにてお申し込みください。4月2日締め切りです。 

（＊新型コロナウイルス感染症対策のため、窓口での申込は受け付けません＊） 

 開講式案内：開講式（合同）の詳しい内容については、4月末ごろまでに往復はがきの返信発送

をもって全員に通知いたします。 

  

往復はがき 記入例 

 ※市民センターが新型コロナウイルスのワクチン接種会場に決定した場合、申込方法や学習日

時等を変更することがあります。 

63 63 〒980-0801 こ
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に
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※
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仙台市青葉区木町通 

1丁目７-３６ 

木町通市民センター行 

往信 

〒〇〇〇-〇〇〇〇 

返信 

ご 自 分 の 住 所 

氏 名 

老壮大学●●コース 
（※希望のコースを記

入） 

 

① 郵便番号・住所 

② 氏名（ふりがな） 

③ 電話番号・ 

携帯電話番号 



市民センター使用料減免登録手続きはお済みですか？ 
 
 

 

 

 

令和3年度「市民センター使用料減免登録申請」を受付けています 

◆手続きが行われない場合、令和3年6月以降の利用について減免されない場合があります。 

◆地域利用団体登録届出書を提出する場合は、減免登録申込書と合わせて提出してください。 

◆詳しくは窓口へお問合せください。                     ７１１－２５６１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の個人使用日 ３月の休館日 

 

7日（日）、20日（土・祝） 

各 9:00～16:30 

種 目：バドミントン・ミニバスケットボール・卓球 

料 金：一般240円・小中学生120円（2時間まで） 

※室内シューズ・用具をご持参ください。 

 1日（月）、8日（月）、15日（月）、 

22日（月）、29日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この記事は2月18日現在の内容で掲載しています。最新の情報を、当センターやホームページでご確認ください 

② 9/24まち歩きーⅠ 

熊谷屋⇒ITOスーパー⇒

安田畳店⇒マルトミ製氷

⇒横山味噌醤油店 

⇒六幽庵 

木町通クリエイターズ 終了しました！ 
 

8月から始まった今年度は「木町通のクリエイターを訪

ねてみよう！」をテーマに、フリーライターの西大立目祥

子さんの案内でまち歩きをしながら、先人が残し、継承し

てきたモノ・コト・ヒトに触れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木町通市民センターホームページでは、講座のお知らせ（チラシ・センターだより・ブログ）や施設利用の 

ご案内をしています。ぜひアクセスしてみてください。（http://www.sendai-shimincenter.jp） 

 

お知らせ 

＊市民センターが新型コロナウィルス感染症における

集団接種の会場候補となったため、4月、5月利用分

の予約受付を一時停止しております。 

① 8/27  

アサカ薬局の後藤佳子さん

から「生きるをひもとき

“時”をクリエイトする」

と題したお話をいただいた

後、木町通の変遷を紹介し

ました。 

④ 11/26まち歩きーⅢ 

宮城県美術館⇒澱不動尊 

⇒へくり沢 

⇒大学病院 

(掬水の池・狼犬坂) 

③10/22まち歩きーⅡ みやぎ生

協八幡町店⇒庄子屋味噌醤油店⇒小

梨石材店⇒春日神社⇒八幡杜の館⇒

シーアイマンション 

⑤ 12/24まち歩きーⅣ 

せんだいメディアテーク 

⇒須藤紙店⇒田崎質店 

⇒木町末無⇒氏家邸 

⇒知事公館 

⑥ 2/4  

まち歩きの振り返りをしながら、後藤佳子さんからへく

り沢の散策道を紹介していただきました。西大立目祥子

さんから「なぜ街並みの連続性が必要なのか」というお

話の後、参加者から次年度への希望を伺い、今年度の講

座を終了しました。 

 

 令和 2年度 木町通老壮大学  

講話「大人が学ぶということ」・閉講式 
 

2月10日（水）10:00から 6階多目的ホールにて、

東北大学大学院准教授 石井山竜平氏をお迎えし、講

話「大人が学ぶということ」と閉講式を開催しました。 

「東日本大震災や阪神・淡路大震災の後に芽吹いた活

動や浮かび上がってきた地域の課題等から、学ぶこと

とは何か」をお話しいただきました。 

「『大人が学ぶ』とはこわすこと！本当にそうだと思

いました。こわすとは組み立てること。とても大事で

すね」「自分が『学ぶ』ということの意味を考える事は

殆どなかったが、講話を聴いて『学ぶ』ことの本質に

ついて考える事が出来た」「日本には話し合いで物事

を解決していく土壌がないが、震災・コロナを機に新

しい在り方を模索したい」等々、受講生の皆さんから

様々な感想を頂戴しました。 

 

閉講式で修了証を授与され、「大変な一年だったけど

老壮に来られて良かった」「また来年も来るね」と笑顔

で終了しました。皆さん一年間お疲れさまでした。 


